
Ⅳ．所定の様式

1．入学願書（海外在住者対象推薦入学特別選抜用）

2. 産学連携先端科学技術プログラム希望届

3. 同意書（産学連携社会人コース特別選抜用）

4. 特定類型該当性の自己申告書

5．学校教育等履歴書

6．職歴調書

7．志望理由書

8. 高度情報専門人材育成コース申請書

※所定の様式は本学ホームページ（トップページ→入学案内

→所定の様式）からダウンロードし、入力してください。



（海外在住者対象推薦入学特別選抜用 / Recommendation for Overseas Residents  
・先端科学技術専攻 / Division of Advanced Science and Technology）                                                  

 
北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 
先端科学技術専攻博士後期課程入学願書 

Application Form - Doctoral Program / Japan Advanced Institute of Science and Technology 
 

受験する選抜試験名/ 
Type of Examination 

海外在住者対象推薦入学特別選抜/  
Examination for Admission on Recommendation for Overseas Residents 

 
写真 / Photograph 

 
たて よこ 

４cm×３cm /  

4 cm long × 3 cm wide 

 

入学希望年月/ Admission Term ☐令和７年１０月/October 2025   ☐令和８年４月/ April 2026 

フリガナ  

氏名 / Name 
外国人留学生は英字で記入 

/ International students must write 
their names in English. 

 

性別 / Gender 

☐男 / Male 
☐女 / Female 

生年月日 / Date of Birth     年 / Year    月 / Month    日 / Day 

希望指導教員名 / Intended Supervisor  

希望する学位（1 つ）/ 
Degree you wish to obtain (Please select one.) 

☐知識科学 / Knowledge Science 
☐情報科学 / Information Science 
☐マテリアルサイエンス / Materials Science 

*本項目は、あくまでも面談の参考にするものであり、入学後

の目指す学位には一切影響しない。/ This information will be 
used only for the interview and will not affect the degree you 
wish to obtain. 

出願資格を満たす最終学歴 / 
Eligibility Requirement 

☐１☐２☐３☐４☐５☐６☐７☐８ 
 *募集要項の「出願資格」から 1 つ選択 /  

See Eligibility Requirements on the Application Guide. 

大学院名/  
University          研究科名/ 

Department          専攻名/ 
Major  

☐修了 / Graduated 
☐修了見込 / Will graduate in     年 / Year    月 / Month 

現住所 / Current Address 〒 
 
Email 携帯電話/ Cell Phone  自宅電話/ Home Phone 
緊急時の連絡先住所 / Emergency contact address  〒 
 
氏名 / Name  続柄 / Relationship  電話 / Phone 
     

学     歴 / Educational Background 
学歴は高等学校から記入。大学においては学部・学科、大学院においては研究科・専攻まで記入。大学等で研究生として在学歴がある場合は学歴欄にその期間も記入。 

Applicants must fill in their educational background starting from high school until the most recent school.  
If applicable, please also write any experience as a research student at a university or other institution. Please fill in the department and faculty of the university. 

入学・卒業（見込）年月 / Period of (Expected) Attendance 学校等の名称 / Name of School 

      年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  
高等学校/ Secondary School 

（所在国/Country     ） 

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

 

国籍/ Nationality  
区分/ 

Category 

☐私費留学生 / Privately financed international students 
☐日本政府奨学金留学生 / Japanese government (MEXT) scholarship students 
☐外国政府派遣留学生 / Foreign government scholarship students 

氏名 / Name Family  Given  Other (s)  

言語能力（自己評価を excellent・good・fair・poor から選択）/ Language Proficiency (Evaluate the level as excellent, good, fair or poor.) 
英 語/ 
English 

読む/ Reading 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

書く/ Writing 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

聞く/ Listening 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

話す/ Speaking 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

日本語/ 
Japanese 

読む/ Reading 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

書く/ Writing 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

聞く/ Listening 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 

話す/ Speaking 

☐excellent ☐ good ☐ fair ☐ poor 
 

受験番号 
Examinee’s Number 

※ 

職     歴 / Professional Background 

入社・退職年月 / Period of Employment 企業・機関等名称/ Name of Organization 

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

     年/Year  月/Month ～   年/Year  月/Month  

現有職者選択欄 / Will you quit your job at the time of enrollment? 入学後に［☐退職する・☐退職しない］予定です。/( ☐Yes・☐No )  

□には でチェックすること。/ Please check the appropriate box. 

※欄は記入しないこと / Official use only 



     （産学連携社会人コース特別選抜用・先端科学技術専攻） 

 
 

      産学連携先端科学技術プログラム希望届 
     

氏名           
 
    〇どちらかの希望プログラムの□に✓を入れてください。 
 
 

□産学連携先端科学技術プログラム（早期修了） 
      

これまでの研究業績や、所属機関と本学との産学連携研究等を通じた研究業績等を踏まえて、最短

1 年（※）での博士学位の取得を目指すプログラムです。 
研究・学修の進捗状況によっては、1 年以上に延長することも可能です。 
産学連携先端科学技術プログラム（早期修了）を選択するためには、出願時点において、査読付き

国際誌学術論文（発表済みまたは発表決定済みのもの）１報以上またはそれに準じる研究業績を有す

ることを条件とします。 
 

 
 
 
    □産学連携先端科学技術プログラム（一般） 
 

所属機関と本学との産学連携研究等を通じた研究業績等を踏まえて、標準 3 年での博士学位の取得

を目指すプログラムです。 
あらかじめ 3年を超える長期の履修計画とすることや、研究・学修の進捗状況によって 3年未満（※）

に短縮することも可能です。 
産学連携先端科学技術プログラム（一般）を選択するうえでは、出願時点において、研究成果（論 

文発表されていないものや企業等で活用されていないものを含む）を有することが推奨されます。 
 
 
 
 
 

（※）大学院設置基準の規定により、博士課程の修了には、修士相当課程の在学年数を含め最低 3 年 
   以上の在学期間が必要となります。このため、例えば、修士相当課程を 1 年で早期修了した場 

合は、本制度による博士後期課程の修了に最短 2 年の在学期間が必要となります。 

※欄は記入しないこと。 
 ※受験番号 



同意書 
 

 北陸先端科学技術大学院大学長 殿 

        

北陸先端科学技術大学院大学産学連携社会人コース特別選抜に出願するにあたり、以下の各項に示

す条件について、内容を理解し同意した上で出願します。また、入学後はこれらの条件に従うことに

同意します。 

 

１ 本学入学後に学修・研究活動の成果として創出された特許法（昭和 34 年法律第 121 号）に規定す

る発明、実用新案法（昭和 34 年法律第 123 号）に規定する考案及び意匠法（昭和 34 年法律第 125

号）に規定する意匠（以下「発明等」という。）の取り扱いは、国立大学法人北陸先端科学技術大学

院大学発明規則（以下「本学発明規則」という。）に従って行われること。 

 

２ 前項の規定により、発明等は本学発明規則に規定する職務関連発明等として取り扱われ、当該発

明等に係る知的財産権（特許法に規定する特許権、実用新案法に規定する実用新案権及び意匠法に

規定する意匠権並びに特許法に規定する特許を受ける権利、実用新案法に規定する実用新案登録を

受ける権利及び意匠法に規定する意匠登録を受ける権利をいう。以下同じ。）の帰属は学長が決定す

ること。 

  

３ 前項の規定により本学帰属となった知的財産権について所属機関が活用を希望する場合は、本学

と所属機関との間で実施許諾に対する対価の支払いを伴う実施許諾契約を締結する必要があること。

その際、当該実施許諾契約期間中に発生する当該知的財産権の維持に必要な費用は、原則として所

属機関側がその全額を負担すること。 

 

４ 第２項の規定により本学帰属となった知的財産権について所属機関が本学持分の譲受けを希望す

る場合は、本学と所属機関との間で譲渡対価の支払いを伴う譲渡契約を締結する必要があること。 

 

５ 本学と所属機関との間で共同研究契約を締結した場合、発明等及び知的財産権に係る取扱いは、

前各項の規定にかかわらず当該共同研究契約により決定されること。その際、当該取扱いは前各項

と同じ内容にもなり得ること。また、契約の内容によっては、出願者の入学後の研究発表、論文投

稿等の内容に制限が生じる場合があること。 

 
年  月  日 

 

出願者の署名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

所属機関担当者の所属・職名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

所属機関担当者の署名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



特定類型該当性の自己申告書/ Self-Declaration Form of Applicability to a Specific Category 

外国為替及び外国貿易法（以下「外為法」という。）に基づき、規制対象となる貨物の輸出や技術の提供について経済

産業大臣の許可を受ける義務が課せられていることから、本学では「国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学安全保

障輸出管理規則」を定め、安全保障輸出管理に取り組んでおります。

安全保障輸出管理では、非居住者（日本入国後６月未満の学生等）への技術等の提供に加え、居住者（日本入国後６

月以上経過した学生等）であっても非居住者の非常に強い影響下にある場合、そのような居住者（特定類型該当者）に

対する技術等の提供についても「みなし輸出」として管理の対象となります。

このことから、本学への出願を希望する方には外為法に基づく「みなし輸出」における管理対象であるかどうかの自

己申告をお願いしております。ご自身の状況について、別紙のフローチャートを参照いただき、太枠内を記入の上、出

願書類と併せてご提出ください。

Since any export of goods or transfer of technologies subject to the controls requires a license from the Minister of 
METI (the Ministry of Economy, Trade and Industry) based on the Foreign Exchange and Foreign Trade Act (hereafter 
referred to as “FEFTA”), JAIST has established regulations for Security Export Control and we are working on it. 

Transferring technologies, etc. to a none-resident (a student who has been staying in Japan for 6 months or less, etc.) 
and to a resident ( a student who has been staying in Japan for 6 months or more, etc.) who is under the significant 
influence of a non-resident, (a person who falls under the specific category), are subject to control as “deemed export 
control”.  

We ask all applicants for admission to self-declare whether or not they are subject to the "deemed export control"
based on the FEFTA. Please refer to the attached flowchart, fill in the form and submit it along with your application 
documents. 

（注１ / Note 1）外国人留学生は氏名を英字で記入すること。 / International students must write their names in English.

記入年月日 / Date 年 / Year 月 / Month 日 / Day 

氏名 / Name 

（注１ / See Note 1） 

課程 / Program 
(Place a check mark in the appropriate box.） 

☐博士前期課程 / Master’s Program

☐博士後期課程 / Doctoral Program

特定類型該当性の自己申告  / Self-

Declaration of Applicability to a Specific 

Category 

(Place a check mark in the appropriate box.） 

☐ 類型①に該当 / I fall under the category 1

☐ 類型②に該当 / I fall under the category 2

☐ 類型①②の両方に該当 / I fall under the category 1 and 2

☐ いずれにも該当しない / I do not fall under any of the categories



（別紙/ Appendix） 



Japan Advanced Institute of Science and Technology 

※欄は記入しないこと。
Official use only

学校教育等履歴書
Curriculum Vitae 
入学希望年月 
Semester for which 
you are applying 

□令和７年１０月 □令和８年４月 □令和８年１０月

October 2025 April 2026 October 2026

志望課程 
Intended program

博士後期課程

Doctoral Program 
生年月日

Date of Birth
Year Month Day 

氏名 
Full name in 
English Family Given Other(s) 

［学 歴 Educational Background］ 

学校名及び所在地 
Name and location of school 

正規の 
修学年数 

Officially required 
number of years 

of schooling 

入学及び卒業年月 
Year and month of enrollment and 
graduation or completion 

修学年数 
Duration of 
attendance 

学位・資格 
Qualification 

(degree, diploma 
or certificate) 

初等教育 
Primary Education 

小学校 
Primary School 

学校名 
Name 

所在地 
Location 

年 
years 

入学    ／
From   Year  Month 

卒業   ／
To   Year    Month 

年 
years    

and 
月

   months 

中等教育 
Secondary 
Education 

中学及び 
高校 

Secondary 
School 

中学 
Lower 

学校名 
Name 

所在地 
Location 

年 
years 

入学    ／
From   Year  Month 

卒業   ／
To   Year    Month 

年 
years    

and 
月

   months 

高校 
Upper 

学校名 
Name 

所在地 
Location 

年 
years 

入学    ／
From   Year  Month 

卒業   ／
To   Year    Month 

年 
years    

and 
月

   months 

高等教育 
Higher Education 

大学 
Undergraduate Level 

学校名 
Name 

所在地 
Location 

年 
years 

入学    ／
From   Year  Month 

卒業   ／
To   Year    Month 

年 
years    

and 
月

   months 

大学院 
Graduate Level 

学校名 
Name 

所在地 
Location 

年 
years 

入学    ／
From   Year  Month 

卒業   ／
To   Year    Month 

年 
years    

and 
月

   months 

以上を通算した全学校教育修学年数 
Total years of the schooling mentioned above 

年 
years 

年 
years    

and 
月

   months 

注） 上欄に書ききれない場合には、適宜別紙に記入して添付すること。 If the given space is not enough, attach additional sheets. 

［職 歴 Professional Background］ 

勤務先及び所在地 Name and location of organization 勤務期間 Period of employment 

From    To 

From    To 

From    To 

From    To 
注） 虚偽の事項を記載し、又は当然記載すべき事項を記入しなかったことが判明した場合は、入学許可を取り消すことがある。 

  If it is discovered that an applicant has made false statements or has neglected matters to be stated on this curriculum vitae, the admission may 
 be revoked even after enrollment. 

［日本在住連絡人］ 外国在住の方のみ記入してください。 For applicants living overseas, please fill out a contact person in Japan (if any).

氏名 
Full Name 

出願者との関係 
Relationship to the applicant 

住所 
Address 

電話番号 
Phone:

電子メール
Email: 

※受験番号
Examinee’s Number



（海外在住者対象推薦入学特別選抜用・先端科学技術専攻） 

志望理由書

記入にあたっての注意：

 博士前期課程・修士課程在学中に興味をもった研究や取り組んできた研究、得意科目、本学入学後の抱負

及び大学院修了後に活躍したい分野などについて枠内に収まるように記述すること（自由記述）。

氏 名：
（外国人留学生は英字で記入）

北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科先端科学技術専攻

※欄は記入しないこと。

※受験番号



（社会人コース特別選抜及び産学連携社会人コース特別選抜用） 

職歴調書
過去・現在の職歴及びその職務内容(や研究内容)について、枠内に収まるよう記述すること（自由記述）。 

なお、本コースへの入学に当たり職務経験についてアピールしたい点があれば、併せて記述すること。 

注 文中に出身大学名、出身大学の指導教員名、勤務先名は記入しないこと。 

氏 名：
（外国籍の志願者は英字で記入）

北陸先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科先端科学技術専攻

※欄は記入しないこと。

※受験番号



高度情報専門人材育成コース申請書

 〇本コースに係る注意事項

１．本コースは「情報科学」の学位取得を希望する者に限ります。入学願書又はエン 
トリーシートの希望する学位が「情報科学」以外の者は本コースの対象外です。 
（本学からは対象外等の不備に関する連絡はしません。出願締切後の本申請書の 
提出は認めません。）

２．入学者選抜試験と本コースの合否は別の審査となるため、入学者選抜試験が合格 
となった場合でも本コースは不合格となる場合があります。その場合でも、入学 
手続きが完了していれば、本コース以外への入学が可能です。 
本コースの合否結果通知等に関する詳細については、入学者選抜試験の合否結果 
通知と併せて対象者に連絡します。 

３．本コースの学生が所属できる研究室は限られているため、下記本学 HPで対象とな 
る研究室を確認してください。 
また、下記の入学者選抜試験の合格者は、合格後に「配属研究室入学前内定制度」 
を利用し、対象教員から研究室の受け入れの内諾を得てください。内諾を得てい 
ない者は本コースに入学できません。（本学からは内諾を得ていない者への確認の 
連絡はしません。） 

・博士前期課程入学者選抜試験（一般選抜）
・博士前期課程入学者選抜試験（随時特別選抜）
・博士前期課程入学者選抜試験（協定校対象推薦入学特別選抜）
・博士前期課程入学者選抜試験（社会人コース特別選抜）

４．本コースの合否結果通知は、入学月の 1 ヶ月程度前に通知します。 

私は上記注意事項を確認し理解したうえで、高度情報専門人材育成コースに申請し 
ます。 

氏名（自署）※2 
※2 直接手書きで記載すること

【参考（本学ホームページ）】 
〇高度情報専門人材育成コース HP 
https://www.jaist.ac.jp/project/jaist-human/ 

〇配属研究室内定制度 
https://www.jaist.ac.jp/education/procedures/ 

※1 欄は記入しないこと。

※1 受験番号
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